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［本格型］研究プロジェクト ENVIRONMENT  環境

研 究の概 要

少子高齢化に伴う労働力不足が大きな社会問題と

なっています。加えて、感染症の流行に伴う人の動きの

抑制が労働力不足の問題に拍車を掛けています。私達は、

タフなロボット・AI技術の研究開発を通してこの社会

問題の解決に取り組みます。タフなロボット・AI技術と

しては、災害対応やインフラ点検に役立つ高所・狭隘環

境で頑健に作業するロボットの開発、土木建設やカスタ

ム生産や自動車の自動運転を革新する知能の開発、人や

ペットの意図や情動を理解するセンシングや技術を開

発しています。

研究の特 色

1.	新たな発想にもとづくロボット技術の開発：大学のも

つ柔軟な発想と専門知識にもとづいて、各場面の課題

を解決するシンプルで効果的なロボット技術を開発

しています。

2.	確率的手法を利用した頑健な認識・制御：確率的手法

を利用してセンシングノイズ、悪天候・埃、周囲の人間

による外乱などを認識し、頑健に行動する技術を研究

しています。

3.	データにもとづく知識の高度化：ヒトとロボットが共

存する場面ごとに存在するローカルルールをロボッ

トのセンサデータから理解し、場面に適した行動を行

う技術を研究しています。

4.	非侵襲なセンシングでヒトや動物の情動状態を認識：

ヒトや動物の情動状態を非言語のコミュニケーショ

ン（心電、呼吸、社会シグナルなど）を介して理解する

技術を研究しています。

期 待される成 果・展 開先

期待される社会的な成果は、交通・物流、災害対応・イ

ンフラ点検、ペット産業などの各分野へのタフなロボッ

ト・AI技術の社会実装を通した技術の普及と、新たな研

究課題の発掘です。これらの分野で課題を抱えている企

業や自治体の皆さんには、これなら大学で解けるだろう

という問題ではなく、これを解いてほしいという本当の

困りごとを相談していただければ幸いです。

期待される学術的な成果は、確率的手法やセンサデー

タにもとづく知識の創出を目指しロボットと情報の関

係者が集うデータ工学ロボティクスという研究領域の

浸透、自ら成長する人工物の構築を目指しロボットと情

報と土木の関係者が集う人工物ホメオスタシスという

新しい研究領域の創出、ロボットと情報と動物行動の関

係者が集うイヌのスーパーセンシングという新しい研

究領域の創出を目指しています。これらの研究開発にも

協力していただけると幸いです

大野 和則 教授
Prof. Kazunori Ohno

022-752-2165 kazunori@rm.is.tohoku.ac.jp https://www.rm.is.tohoku.ac.jp

実世界で活躍するタフな
ロボット・AI技術の研究開発と実用化
Research and development of tough robotics and AI technologies 
for real-world applications

令和5年4月1日～令和10年3月31日プロジェクト期間
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研 究の概 要

様々な感染性・非感染性疾患が全世界で多大な被害を

生じさせており、経済活動等に甚大な影響を与え続けて

います。本プロジェクトでは、下水などの環境サンプル

中に存在する様々な疾病関連バイオマーカーの種類お

よび量の情報を人間社会における公衆衛生・疾病対策に

活用するために、環境サンプル中バイオマーカーのリア

ルタイムモニタリングを実現する環境センチネル技術

を確立すると同時に、得られた情報を発信・共有するフ

レームワークを確立することを目指しています。

研究の特 色

下水などの環境サンプル中から、感染症に関わる病原

体に由来する遺伝子を回収・濃縮して検出する技術は

これまでに数多く報告されています。それに対し、環境

サンプル中の疾病関連バイオマーカーを検出対象とし

たバイオセンサー技術の開発は、全世界を見渡しても本

プロジェクトのみが取り組んでいる研究テーマです。ま

た、環境サンプルから得られた疾病関連情報をリアルタ

イムで共有するシステムも実現されていません。本プロ

ジェクトでは、独創性の高いテーマに世界に先駆けて取

り組むことで、下水を含む環境サンプルから得られる疾

病関連情報の社会における活用について世界をリード

し、知識と技術が集積する研究ハブの形成を目指します。

期 待される成 果・展 開先

本プロジェクトにおける研究の進展により、信頼性の

高いバイオセンサー技術を社会の歩哨（環境センチネ

ル）として広範囲に配置し、得られたモニタリング結果

から対象コミュニティにおける感染性・非感染性疾患の

患者数の推定を行い、その情報を社会に向けて発信する

ことでコミュニティ全体が疾病予防に動くように働き

かける新たな社会システムが確立されます。このような

新たな社会システムは、COVID-19のような、人類が経

験していなかった感染症の早期検知にも対応可能と考

えられることから、先進国・途上国問わず、住民のウェル

ビーイングを重視するコミュニティに導入される可能

性があります。当初から国際展開を視野に入れて取り組

み、最終的には日本を含む複数の国々でのシステム導入

を目指す予定です。

佐野 大輔 教授
Prof. Daisuke Sano

022-795-7481 daisuke.sano.e1@tohoku.ac.jp https://waterqualitytohoku.com/

環境センチネル技術を用いたマス疾病モニタリングの概念図

マス疾病モニタリングを実現する
環境センチネル技術研究開発拠点の構築
Establishment of R&D hub 
for environmental sentinel technologies enabling mass disease monitoring

令和6年4月1日～令和11年3月31日プロジェクト期間
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